
第１回
福島大学フォーラム2017
～リノベーション（改革）～

開催日 2017（平成29）年10月29日（日）
会　場 福島大学　金谷川キャンパス　L-4教室
主　催 福島大学

後　援 福島県,福島市,福島県教育委員会,福島市教育委員会,福島県高等学校長協会,福島県商
工会議所連合会,ふくしま未来農業協同組合,福島さくら農業協同組合,夢みなみ農業協
同組合,東西しらかわ農業協同組合,会津よつば農業協同組合,福島大学同窓会,福島民報
社,福島民友新聞社,朝日新聞福島総局,毎日新聞福島支局,読売新聞東京本社福島支局,
産経新聞福島支局,河北新報社,時事通信社福島支局,共同通信社福島支局,福島テレビ,
福島中央テレビ,福島放送,テレビユー福島,ラジオ福島,ふくしまFM,福島コミュニティ
放送FMポコ

食農学類 (仮称 ) ニュース
福島大学බ式
࣐スコࢵト࢟ࣕラクター
めࡤえࢇࡷࡕ

2016 年 11 月
食農学類の基本構想
に関する会見を実施

2017 年 5月
学生・教職員向け説明会
～福島で学ぶ事に意義がある～
「食農学類が目指すもの」を実施

2017 年 9月
自治体さま向け説明会
「食農学類・農学実践型教育
プログラム公募に関する説明会」
を実施

2017 年 9月
福島大学農学群食農学類の
入試情報等に関する会見を実施

2017 年 8月

オープンキャンパス
食農学類説明会を実施

Program



10:50 休憩

10:00 開会あいさつ・福島大学三位一体改革の紹介

9:00 受付開始

学　長　中井 勝己

10:15 既存4学類の紹介
副学長(広報担当)　真田 哲也

12:00 閉会あいさつ

11:05 食農学類(仮称)の説明
農学系教育研究組織設置準備室長　生源寺 眞一

11:15 フリートーク ー福島大学に期待する人材育成等ー

11:45 質疑応答
担当副学長

10:30 学生の優れた取組み

プログラムL-4 教室前ロビーにおいて、学類の教育研究内容をご紹介
するパネル展示を設置しています。ぜひご覧ください。
入試相談コーナーもございます。

人間発達文化学類
行政政策学類
経済経営学類
共生システム理工学類

副学長(広報担当)　真田 哲也

教育界代表： 福島県立橘高等学校　校長 青山　修身　　様

農業界代表： ふくしま未来農業協同組合　代表理事組合長 菅野　孝志　　様

経済界代表： 福島キヤノン株式会社　人事課担当課長 渡辺　純子　　様

行政側代表： 福島市総務部人事課　課長 信太　秀昭　　様

コーディネーター：理事・副学長（総務担当） 中田　スウラ

食農学類（仮称）のＰＲ動画を上映します。休憩の合間にご覧ください。

●「福島大学災害ボランティアセンターの取組みについて」
　発表者：狗飼小花　行政政策学類　4年次生　学生団体 福島大学災害ボランティアセンター

●「学生ができる国際交流・国際支援活動」
　発表者：伊藤如晏　経済経営学類　3年次生　学生団体  COLORｓ

アドミッションセンター

食農学類
2019 年 4月設置構想中

うつくしまふくしま未来支援センター
大地震・津波による大災害と放射能汚
染によって避難を余儀なくされた福島
の被災者と被災地域の復旧・復興を支
援するため東日本大震災と原発事故の
発災直後、平成 23 年 4 月に設立しま
した。地域に寄り添う「支援センター」
として、実践的な活動を展開していき
ます。福島の現状を県外の方々に正し
く伝えるため県外シンポジウムも毎年
開催しています。

附属図書館
中井プラン２０２１の重点戦略の一つで
あるアクティブラーニングを取り入れ、
人材育成を強化することに資するため
ラーニングコモンズを新設し、学びの刺
激や喜びに出会える空間・知の交流が生
まれる場として機能する図書館として、
平成 27 年 7 月にリニューアルオープン
しました。

環境放射能研究所

わらじまつりに参加

原発事故を機に、平成 25 年 7 月に
設立しました。森林、河川、湖沼、
海洋等の環境における放射性核種
の動態に関する研究を実施してい
ます。平成 29 年 3 月に本棟が完成
し、研究所としての機能が整いま
した。これまで以上に研究の活性
化が期待されます。平成 29 年 6 月
には本棟の竣工式を挙行するとと
もに、地域住民の方をお招きし、
施設見学会を開催しました。

福島大学では、「地域と共に歩む人材育成大学」
をスローガンとして掲げており、地元福島市
伝統の「わらじまつり」に参加することで、
地域のみなさまとともにまつりを盛り上げた
いと考え、職員有志のプロジェクトチームを
結成し、平成 28 年より「福島大学」としてお
祭りに出場しています。




